
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●良かったところ 
・計画通りに事業実施。 
・プレスクールだけではなく、 
その後も継続的なサポートもされていて素晴らしいと思った。 

・行政側の支援の在り方を問題提起しているところ。 
 
◆改善したほうがよいところ 
・行政の関係課との連携が上手くいくと良い。 
・もっと必要な人はいるはず。情報発信の難しさが課題だと思う。 
・人材育成が大切だと思うが、そこのサポートもできている。 

★メッセージ 
・とても良い活動なので、もっとＰＲが増えると素晴らしい。 
・必要としている方はたくさんいると思う。今後の活動にも期待。 
・抱えている課題や活動を行政が目を向けてくれると良い。 

 
 

 

 

令和５年度 市民活動補助金交付事業 

公開成果報告会 まとめ 

◆◆事業を実施した３団体へのコメント◆◆ 
当日参加者・ファシリテーターのコメントから一部抜粋 

8月にプレスクールサポーター養成講座を開催し、 
12月から北部福祉センターと二本木公民館で 
外国にルーツを持つ子ども（年長児）の入学前プレスクールを開催 

 

協働により外国人家庭と繋がることができ、 
入学後の小学校へ情報提供が可能となった。 
特に集住地区では、就学児健診時に入学予定者に直接案内し、 
学校とも顔の見える関係ができてきた。 

 

 

 
 
 
 

実施事業内容 
事業効果等 

お知らせ 

 あいち交通死をなくすボランティアにじいろ会の「交通事故をなくそうプロジェクト」につきましては、

市民活動補助金を辞退されましたので、成果報告はありません。 

 

❶あんじょうまざりん  

 「外国にルーツを持つ子ども達の就学準備教室」 
 

団体名 

「事業名」 

見方 

行政協働型事業 

協働提案型事業 

 

 ≪報告会の概要≫ 
１ 日時 令和６年３月１６日（土）午前１０時～１１時３０分 
２ 内容 
（１）令和５年度に市民活動補助金を活用し、様々な地域課題の解決に取り組んだ３団体が、事業 
の成果報告を行いました。 

（２）各団体の報告内容を、参加者の皆さんが市民目線で評価するワークショップを行いました。 
 



 

 

 

全体を通して 
 

❷刈谷映画倶楽部   

 「市民映画制作事業」 
 

➌Anjoyともだち 

 「Anjoy国際交流フェスティバル２０２３」  
 

 

 

●良かったところ 
・安城市内の主要な場所が映像に盛り込まれていて親近感が持てた。 
・市民活動として、映像を通して多くの人を巻きこみ、 
安城を発信できるのは面白いと思った。 

・事業のＰＲを多くの機会で実施している。 
 
◆改善したほうがよいところ 
・どのような課題を感じ、映画制作を通してどう活かすのかを知りたかった。 
・目的・対象者を欲張らずピンポイントに。 
・計画と結果、伝えたいことはたくさんあったと思うが発表資料が見辛く残念だった。 

★メッセージ 
・上映会楽しみにしています。広く告知をして欲しい。 
・ひきこもりの若者が１名スタッフとして参加できて良い。継続して活動して欲しい。 
・地域の人を巻き込んで素敵な作品をつくって欲しい。 

 
 

 

●良かったところ 
・計画通りのイベントの実施。 
・高校生ボランティアなど地域の方を巻き込み、多くの来場者があって素晴らしい。 
・昨年の反省を踏まえ改善している点が多く、入場者が３００円で外国のお菓子を購入 
するのも良い発想だと思う。 

 
◆改善したほうがよいところ 
・地域の企業が応援してくれると良い。 
・各イベントの後の効果を「楽しかった」だけではなく、もう少し知りたかった。 
・同じように賛同している団体も多いので、横のつながりも広がると良い。 

★メッセージ 
・「楽しい」という体験は子どもの成長にとって絶対大切。これからも頑張って欲しい。 
・様々な国、年齢・対象に向けた企画を行っており、素敵だと思う。コロナが明け、多く
のイベントが再開する中、来場してもらえるイベントになるよう応援しています。 

・有意義な活動なので色々なところと連携し頑張ってください。・色 
 

 
 

 

安城市内の各所やイベントをワンシーンに取り入れた映画を製作。 
イベント等でのPRを通じ、多くのエキストラの申し込みがあり出演いただいた。 
 
映画を通じて多くの市民の皆様との交流が図れた。協働相手の虹の会の利用者さんから、エキストラ出演をきっかけ
にスタッフ参加の申し入れをいただいた。小さな成功体験が人を勇気づけるきっかけになることを学んだ。 

 

 

10/7にAnjoy国際交流フェスティバル2023（①各種出展ブース②ステージ発表③多文化キッチン④多文化サロン
⑤ヒジャブ・浴衣体験⑥七夕音頭）を開催。来場者495名（うちスタッフ・ボランティア42名） 
 
来場者からは、「安城にいろいろな外国人がいることを初めて知った。」という意見をもらえた。 
外国ルーツ市民が、「もっと地域に役立ちたい」と私たちの想像以上に思っていることが分かった。 

 

 

 

・安城市で困っている方に気づいたり、安城市でこんなことが出来たらという、 
問題発見があり、主体的な活動をされていることを改めて知る機会となりました。 

・活動内容は違っても、どの団体も安城を盛り上げたい、活動をより発展させたいという
気持ちが伝わってきました。 

・目標達成時に味わう、達成感や充実感以上に大変さ、辛いが大きくならないよう、 
素敵な活動ですので継続していただけることをお祈りしています。 

 
 


